
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
お
け
る

保
湿
外
用
薬
の
治
療
選
択
を
熟
考
す
る

第77回日本皮膚科学会西部支部学術大会
モーニングセミナー 2

ヘパリン類似物質の作用メカニズムの
観点から考える保湿外用薬の使用意義

高橋 健造 先生
琉球大学大学院医学研究科 皮膚科学講座 教授

中島 喜美子 先生
高知大学医学部 皮膚科学講座 病院教授

アトピー性皮膚炎治療における
保湿外用薬の適正使用の重要性と
選択のポイント

秀 道広 先生
広島市立病院機構 理事長

常深 祐一郎 先生
埼玉医科大学 皮膚科 教授

共催：第77回日本皮膚科学会西部支部学術大会／

座 長

座 長

演 者

演 者

8：00～8：50
2025年10月19日日

〒700-0024 岡山県岡山市北区駅元町14-1

B会場 岡山コンベンションセンター
（ママカリフォーラム）2F レセプションホール

日 時

会 場

ハイブリッド開催（現地＋ライブ配信）

1990年3月　滋賀医科大学卒業
1990年6月　香川医科大学第2内科入局
1994年5月　高知医科大学皮膚科入局
2006年4月　高知大学医学部皮膚科 助手

2007年4月　高知大学医学部皮膚科 講師
2015年4月　高知大学医学部皮膚科 准教授
2019年4月　高知大学医学部皮膚科 病院教授

　アトピー性皮膚炎（AD）においては、皮膚バリア機能異常を伴う皮脂欠乏症がみられ、非特異的刺激による皮膚のかゆみ
を生じやすく、種々のアレルゲンの侵入が容易になり、皮膚炎を惹起しやすいと考えられている。また、皮膚バリア機能の役
割を果たすタイトジャンクション構成タンパクであるClaudin-1の発現低下が確認されていることや、発汗量が減少しており、
減汗に伴う皮膚温の上昇やドライスキンが皮膚炎の悪化に関わることが分かってきている。皮脂欠乏症の治療に用いられて
いる「ヒルドイド」に代表されるヘパリン類似物質を有効成分とした保湿外用薬は、多様な薬理作用を有する。近年の研究
では、水分保持作用や細胞間脂質のラメラ構造形成促進および天然保湿因子の増加による結合水量の増加作用以外に
も、表皮バリア機能亢進作用をはじめ、血流量増加作用ならびに皮膚毛細血管の安定化および成熟化作用や発汗亢進作用
を有することが明らかとなってきた。本セミナーでは、近年徐々に解明されてきているヘパリン類似物質含有製剤の作用
メカニズムをご紹介する。
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1999年3月　東京大学医学部医学科卒業
1999年5月　東京大学医学部附属病院皮膚科 研修医
2000年5月　国立国際医療センター皮膚科 研修医
2001年4月～2005年3月
　　　　　　 東京大学大学院医学系研究科 学位取得

2005年4月～2010年3月 
　　　　　　 東京大学医学部皮膚科 医員、助手、助教
2010年4月　東京女子医科大学皮膚科 講師
2014年3月　東京女子医科大学皮膚科 准教授
2019年4月　埼玉医科大学皮膚科 教授

　アトピー性皮膚炎（AD）では、皮膚バリア機能異常を背景にして炎症を生じ、痒みを伴う。AD診療ガイドラインの診療治療ア
ルゴリズムでは、治療の基本の一つとして「保湿外用薬・スキンケアの継続」が記載されており、炎症や痒みへの治療はもちろん
のこと、皮膚バリア機能異常への治療も重要となる。
　外用治療では、適切な塗布量を指導することや治療のアドヒアランスを高める工夫が大切である。保湿外用薬を外用指導なく
塗布させた場合、塗布量のばらつきが大きく、適切な量を塗布できていないことが確認されている。
　本セミナーでは、ADの外用療法における課題を共有し、外用薬の塗布量の重要性とアドヒアランス向上の工夫について
考える。また、AD治療の基本の一つである保湿外用薬を選択する際に知っておきたいことについてもお伝えする。
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